
令和４年度第６回岩村地域自治区運営協議会役員会 

 
日 時 令和４年 11 月８日（火）19 時 30 分 

場 所 岩村コミュニティセンター2 階大会議室 

 
１）はじめに 

 
２）会長あいさつ 

 
３）報告事項 
  ・中学校統合について                 資料 1 
  ・給食センター及び教員住宅の利活用について      資料 2 

・マイナンバーカードについて  10 月末 64.8％    
  ・御船岐阜恵那太陽光発電事業に関する協定について 

・薪能について 
   １）売上枚数    ２１３枚 
             ・コミセン    １５５枚 
             ・観光協会     ２５枚 

・文化センター   １４枚 
・当日会場      ６枚 
・ジョイセブン    ５枚 
・チケットピア    ３枚 
・ふるさと納税    ３枚 
・互助会       ２枚 

２）入場者数１５０枚（有料 147 枚招待 3 枚） 
３）年度内中に実行委員会開催 

 
４）その他 

 
 次回 第 7 回岩村地域自治区運営協議会役員会 
  令和４年１２月  日（  ）午後７時 30 分 岩村コミュニティセンター 
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○恵那市まちづくり活動施設修繕事業費補助金交付要綱        資料２ 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、認可地縁団体及びまちづくり団体が、市から譲渡を受けたまちづくり

活動施設の修繕工事を行う経費に対し、予算の範囲内において補助金を交付することにつ

いて、恵那市補助金等交付規則（平成 16 年恵那市規則第 44 号）に定めるもののほか、必

要な事項を定めるものとする。 

 

（定義） 

第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めると

ころによる。 

(１) まちづくり団体 地域自治区が地域のまちづくりに寄与すると認めた団体をいう。 

(２) まちづくり活動 地域自治区が地域のまちづくりに寄与すると認めた活動をいう。 

(３) まちづくり活動施設 市が用途廃止した施設であって、認可地縁団体及び法人格を有

するまちづくり団体がまちづくり活動を利用目的として譲り受ける施設をいう。 

(４) まちづくり活動施設修繕事業 まちづくり活動施設の譲受後、当該施設利用するため

に必要な修繕工事を行う事業をいう。 

(５) 補助事業者 まちづくり活動施設修繕事業を行う自治会等の認可地縁団体及び法人

格を有するまちづくり団体をいう。 

 

（交付対象） 

第３条 補助金の対象は、市長がまちづくり活動施設の譲渡の協議において、当該施設の利

用のために必要と認めた修繕工事とする。 

 

（補助金の額等） 

第４条 補助金の額は、市長が必要と認める修繕工事の工事費相当額とし、次の各号のうち

最も低い金額を限度額とする。 

(１) まちづくり活動施設の解体に要する工事費 

(２) まちづくり活動施設の譲渡日において建物総合損害保険で算出した当該施設の再調

達価格の 100 分の 25 に相当する額（当該再調達価格が明らかでない場合にあっては、まち

づくり活動施設の建築価格又は別の方法により積算した再調達価格） 

(３) 1,000 万円 

 

（交付の申請） 

第５条  



 

（交付の条件） 

第６条 市長は、補助金の交付の決定をする場合において、補助事業者に対し、次に掲げる

条件を付するものとする。 

(１) 次に掲げる事項のいずれかに該当する場合には、あらかじめ市長の承認を受けなけれ

ばならないこと。 

ア 修繕工事の内容を変更しようとする場合 

イ まちづくり活動施設修繕事業を中止し、又は廃止しようとする場合 

(２) まちづくり活動施設修繕事業を行った施設は、事業完了の日から起算して 10 年を経

過する日までの間は、譲渡を受けた利用目的以外の目的で使用しないこと。 

(３) まちづくり活動施設修繕事業を行った施設は、事業完了の日から起算して 10 年を経

過する日までの間は、市長の承認を得ないで、地上権、質権、使用貸借による権利又は賃借

権その他の使用及び収益を目的とする権利の設定若しくは売買、贈与、交換、出資等による

所有権の移転はしてはならないこと。 

(４) まちづくり活動施設修繕事業を行った施設には、事業完了の日から起算して 10 年を

経過する日までの間は、取壊しをすることができないこと。 

 

（変更の承認申請） 

第７条  

 

（実績報告） 

第８条 

  

（返還） 

第９条 市長は、補助事業者が次の各号のいずれかに該当する行為を行ったときは、補助金

の交付の決定を取り消し、既に交付した補助金の全額又は一部の返還を命ずることができ

る。 

(１) 市長の承認を得ないで補助事業完了の日から起算して 10 年を経過する日前に施設の

利用目的を変更したとき。 

(２) 市長の承認を得ないで補助事業完了の日から起算して 10 年を経過する日前に対象物

件を取り壊し、又は譲渡したとき。 

(３) 補助金をまちづくり活動施設修繕事業以外の用途に使用したとき。 

 

(４) 市長の承認を得ないでまちづくり活動施設修繕事業における修繕工事の内容を変更

したとき。 



（１）申請状況について

◆マイナンバーカード申請数等実目標値　週３００　計３６００ 
目標

イベント申請 企業申請 窓口申請 個人申請 計 (JLIS受取累計) 申請者率 目標数 交付数 交付累計 交付率

141 62 681 189 1,073 24,794 50.5%
321 351 973 513 2,158 25,731 53.2% ←確定値 22,184 45.9%

384 380 1792 316 2,872 28,651 59.2% 1,461 24,001 49.6%

30,397 61.9%
6 6 30,403 24,001
5 5 30,408 24,001

13 52 348 413 30,408 61.9% 30,535 1,461 24,001 49.6%
OK OK OK 週415

11 11 30,419 26 24,027
87 87 30,506 39 24,066
47 47 30,553 26 24,092
13 13 30,566 28 24,120
34 34 30,600 21 24,141

6 5 11 30,611
5 9 14 30,625

11 206 217 30,625 62.4% 30,950 140 24,141 49.9%
エラーチェック エラー エラー エラー

2 2 30,627
2 31 33 30,660 16 24,157

14 14 28 30,688 24 24
35 35 30,723 28 28

7 3 22 32 30,755 360 24,517
19 18 37 30,792
14 9 23 30,815

56 3 131 190 30,815 63.7% 31,365 428 24,517 50.7%
OK OK OK

35 35 30,850 38 24,555
111 111 30,961 131 24,686
19 19 30,980 66 24,752
74 74 31,054 227 24,979
22 22 31,076 28 25,007
13 13 31,089

5 48 53 31,142

5 322 327 31,142 64.4% 31,780 490 25,007 51.7%
OK ＯＫ ＯＫ

2 27 29 31,171 70 25,077
52 52 31,223 55 25,132

6 17 23 31,246 74 25,206
27 27 31,273 119 25,325
14 14 31,287 35 25,360

31 11 42 31,329 25,360
16 22 38 31,367 160 25,520

47 8 170 225 31,367 64.8% 32,195 513 25,520 52.8%
OK OK OK

119 11 840 970 31,367 64.8% 513 25,520 52.8%

10月2日(日)

10月9日まで

10月10日(月)
10月11日(火)
10月12日(水)
10月13日(木)

10月5日(水)
10月6日(木)
10月7日(金)
10月8日(土)
10月9日(日)

10月18日(火)
10月19日(水)
10月20日(木)
10月21日(金)
10月22日(土)

10月計（速報値）

10月2日まで

10月3日(月)
10月4日(火)

10月1日(土)

7月計

交付数申請数

8月計（確定値）

10月14日(金)
10月15日(土)
10月16日(日)

10月16日まで

10月17日(月)

10月31日(月)

10月27日(木)

10月30日(日)

10月30日まで

10月28日(金)
10月29日(土)

10月23日(日)

10月23日まで

10月24日(月)
10月25日(火)
10月26日(水)

9月計(確定値）

9月計（速報値）
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令和４年度第４回ＷＲＣ岩村実行委員会 

 

日 時 令和４年11月８日（金）19 時30 分 

場 所 岩村コミュニティセンター２階大会議室 

 

 

１）はじめに 

 

 

２）会長あいさつ 

 

 

３）協議事項 

  議題1 ＷＲＣ開催について 

  その他 

  



第４回 ＷＲＣ岩村実行委員会資料 

１）駐車場について（資料1） 

◎業務時間  ７：００～１４：００頃 

・駐車用係 ４４．５人（市役所41人 ボランティア３．５人）  

◎駐車場責任者 山辺孝夫 〇駐車場副担当 吉村理恵（誘導責任者兼務） 

◎来場者用駐車場台数 １，６２８台 

前日開放     （ １９０台） 

岩村コミュニティセンター 107台 

菅沼（ローソン横駐車場） 83台 

※大ホールトイレを開放する 

当日開放  （１,４３８台）  緊急時駐車場１９９台含む 

◎ボランティア及び関係者駐車場 

 旧岩村振興事務所          107台  

浄光寺                13台（リエゾンイベント区間住民） 

  ※岩村コミセン、菅沼駐車場、合原駐車場は満車時又は9：00にて入場ストップ 

  ※岩村コミセン、菅沼駐車場は前日午後６：00から駐車可能 

  ※旧岩村振興事務所は12日18：00より13日 7：00まで入退場できないように車両によ

るバリケードを実施 

  

 責任者業務 

  ・駐車場の状況を把握し、大会駐車場本部（山岡）へ状況を報告 

   ※ウェブ上で駐車場利用状況が公表される。 

 

２）リエゾン警備について（資料２） 

 ◎業務時間８：３０～１４：００ 

 ・コーステープ係 41人（交通安全協会、一般ボランティア、実行委員会） 

 ・車道警備係   17人（消防団 

 ◎リエゾン責任者 籠橋美憲 〇リエゾン副責任者 佐々木繁典 

  1班 ◎宮地正敬 〇宮澤博光 

  2班 ◎籠橋美憲 〇山村義保 

本部員数人 瀬戸、鈴木、小栗にてサポート 

  3班 ◎渡曾充晃 〇鈴木孝司 

 

  責任者業務 

  ・消防団及び本部と無線により混雑状況を把握し、必要に応じて入場制限を出す。 

   状況把握はエリアを8ブロックに分け、無線により混雑状況を把握する。（道路に白線） 

入場制限は声掛け、放送、看板等による呼び掛け  

   

 



・看板は本通り（桝形、岐信、郵便局、アミール、本町信号）、柳町通り（若宮神社、交差

点（2基）、三叉路） 開始前は消防団等に依頼 開始後は固定 

  ・入場制限放送は責任者から無線連絡を受信次第、リエゾン本部員が観光協会に依頼 

  ・柳町区間は放送設備がないため、1班長の指示によりスタッフで声掛け 

 消防団 

・車道部に立ち、安全に観戦できるよう警備する。 

・リエゾン区間の混雑がある場合には、無線で責任者に状況を報告し、入場制限の指示が

あった場合、周りのスタッフと協力して声かけ、看板による呼び掛け等を行う。 

コーステープ係 

・車道に背を向けて20ｍ間隔でテープを持ち、安全に観戦できるよう警備する。 

   ・入場制限時には必要に応じて呼び掛けを行う。 

 

３）交通誘導について（資料３ 資料４） 

◎業務時間  ７：００～１４：００頃 

◎誘導係 １７人（市役所15人 シルバー2人） 

① セブンイレブン前   

② 下本郷住宅交差点 

③ ケイナンクリーン交差点 

④ 堀切交差点              

⑤ 一色信号            各場所2名 ⑥⑦は合わせて3名 

⑥ 山上交差点 

⑦ 山上地下道 

⑧ 勝股前交差点 

⑨ 岩邑小学校三叉路 

    

・セブンイレブン前については、国道沿い駐車場満車または8：30になり次第、下本郷住

宅方面へ誘導する。全ての駐車場が満車となった場合は、「この先駐車場満車」の看板を

出す。 

     

・下本郷住宅交差点については、中学校及び総合グラウンドへ誘導する。中学校及び総合

グラウンドが満車となった場合は「この先駐車場満車」の看板を出す。 

 

 ・ケイナンクリーン交差点については、下本郷住宅方面へ誘導する中学校及び総合グラウ

ンドが満車となった場合は「この先駐車場満車」の看板を出す。 

    

・堀切交差点については、小学校方面へ誘導し、満車となったら「この先駐車場満車」の

看板を出す。合わせて、中学校及び総合グラウンドへ誘導する。中学校及び総合グラウ

ンドが満車となった場合は「この先駐車場満車」の看板を出す。 

 

・一色信号については、振興事務所方面へ誘導し、国道沿い駐車場満車または8：30にな



り次第、飯羽間方面へ誘導する。 

  ・山上交差点については、国道沿い駐車場満車または8：30になり次第、小学校方面へ誘

導する。 

   全ての駐車場が満車となったら「この先駐車場満車」の看板を出す。 

   

・山上地下道については、国道沿い駐車場満車または8：30になり次第、河川公園方面へ

誘導する。 

   駅裏公園が満車となったら「この先駐車場満車」の看板を出す。 

  

・勝股前交差点については、駅裏公園へ誘導する。満車となったら「この先駐車場満車」

の看板を出し、本通り又は大通寺方面へ誘導する。 

   全ての駐車場が満車となったら「この先駐車場満車」の看板を出す。 

 

・岩邑小学校三叉路については、こども園駐車場へ誘導する。満車なったら小学校誘導す

る。 

   小学校が満車となったら「この先駐車場満車」の看板を出し、総合グラウンドへ誘導す

る。総合グラウンドが満車となったら「この先駐車場満車」の看板を出す。 

  

◎有償警備員 ４人 

  ①水野ガラス前  

  ②居酒屋殿下 三叉路 

  ③若宮神社前 

  ※４人配置の交代制 

 

４）現地本部・救護 

◎本部席 桝形 

◎業務時間  ７：００～１４：３０頃（業務開始時間は以下の通り） 

   現地本部長       西尾公男実行委員長  8：30 

   本部サポート      鈴木繁生       8：30 

   アドバイザー      服部紀史       8：30 

総括（事務局）     小栗龍夫       7：00 

救護担当        田中季美子      8：30 

   通訳担当・飲食ブース  近藤明浩       7：00  

   ＭＣ          中根えりこ      9：00 

   パブリックビューイング 原（恵那市情報課）  8：00 

 

現地本部業務内容 

  ・全体把握 

  ・消防団及び本部と無線により混雑状況を把握し、必要に応じて柳町通りのリエゾン入場

制限を出す。 



  ・リエゾンコーステープ応援 

  ・農協前交差点交通誘導（8：00～8：30）状況を見ながら判断 

   ※8：30から警備会社 

   ※農協前から桝形通行止め 9：30～15：30 

  ・不測の事態応援 

  ・ＭＣによるドライバー紹介 

 

 

５）リエゾン本部 

◎本部席 岐阜信用金庫駐車場 

◎業務時間  ７：００～１４：３０頃 

   リエゾン本部長     佐々木繁典副実行委員長 8：30 

   本部サポート      瀬戸利之        8：30 

   駐車場責任者      山辺孝夫        7：00 

   誘導責任者       吉村理恵        7：00 

   リエゾン責任者     籠橋美憲        7：00 

 

リエゾン本部業務内容 

  ・駐車場の状況を把握し、大会駐車場本部（山岡）へ状況を報告 

  ・消防団及び本部と無線により混雑状況を把握し、必要に応じて本通りのリエゾン入場制

限を出す。 

  ・リエゾンコーステープ応援 

  ・通訳案内 

  ・飲食ブース管理（飲食ブース位置図） 

  ・不測の事態対応 

 

６）その他 

◎開催案内 

  

 柳町、本町三～五丁目駐車場関連（別紙） 

 新聞広告折込 町内限定（別紙） 

 商店等案内 イベント告知 



距離 岩邑会

（m） (職員) 午前 午後

1 岩村コミュニティセンター 650 107 3 1 0.5 4.5 満車時「予1」へ２名

2 菅沼駐車場 700 83 3 2 5 ３段あるため移動なし

3 合原駐車場 400 42 2 1 0.5 3.5

4 岩村こども園下 300 78 3 1 0.5 4.5
満こども園、旧給食センター、朝日
町駐車場含む「予2」へ２名

5 岩邑小学校 350 108 3 1 0.5 0.5 5 満車時「予7」へ２名

6 駅裏公演 800 60 2 1 3

7 岩邑中学校 1200 324 5 1 6 満車時「予3、4、5」へ計4名

8 岩村グランド　 1400 627 8 1 9 満車時「予6」も運用

小計 1429 0 29 9 1.5 1 0 40.5

予 1 ジクス工業 1700 32 0 No1 コミセンから

予 2 恵那機器 1800 30 0 No3 こども園から

予 3 平出工務店 1200 33 0 恵那市ラリー協会10台

予 4 千代田電子工業㈱ 1600 60 0 No6 中学校から

予 5 葵フーズディナーズ岩村工場 1700 30 0 No6 中学校から

予 6 盛巌寺 200 14 0

小計 199 0 0 0 0 0 0 0

合計 1628 0 29 9 1.5 1 0 40.5

Ａ 旧岩村振興事務所 270 103 5 2 0.5 0.5 1 4

※ スタッフ、関係者、ＶＩＰ
◎コースター×3台、アルファード×1台
（トヨタＶＩＰ）9：00到着
◎マイクロ2台（恵那市ＶＩＰ）10：20

Ｂ 清楽寺 10 0 メディアスタッフ10台

Ｃ 浄光寺 200 13 0 ※ 本通り住民

関係者駐車場計 126 2 0.5 0.5 1 4

人員合計 31 9 2 1.5 1 44.5

予1～予6はNo１～8が満車になるおそれがある時点で運用開始。

Rally Japan 2022 駐車場係員

No 施　設　名 普通車 バス 備　考市職員 シルバー 合計
ボランティア

資料１



○恵那市まちづくり活動施設修繕事業費補助金交付要綱        資料２ 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、認可地縁団体及びまちづくり団体が、市から譲渡を受けたまちづくり

活動施設の修繕工事を行う経費に対し、予算の範囲内において補助金を交付することにつ

いて、恵那市補助金等交付規則（平成 16 年恵那市規則第 44 号）に定めるもののほか、必

要な事項を定めるものとする。 

 

（定義） 

第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めると

ころによる。 

(１) まちづくり団体 地域自治区が地域のまちづくりに寄与すると認めた団体をいう。 

(２) まちづくり活動 地域自治区が地域のまちづくりに寄与すると認めた活動をいう。 

(３) まちづくり活動施設 市が用途廃止した施設であって、認可地縁団体及び法人格を有

するまちづくり団体がまちづくり活動を利用目的として譲り受ける施設をいう。 

(４) まちづくり活動施設修繕事業 まちづくり活動施設の譲受後、当該施設利用するため

に必要な修繕工事を行う事業をいう。 

(５) 補助事業者 まちづくり活動施設修繕事業を行う自治会等の認可地縁団体及び法人

格を有するまちづくり団体をいう。 

 

（交付対象） 

第３条 補助金の対象は、市長がまちづくり活動施設の譲渡の協議において、当該施設の利

用のために必要と認めた修繕工事とする。 

 

（補助金の額等） 

第４条 補助金の額は、市長が必要と認める修繕工事の工事費相当額とし、次の各号のうち

最も低い金額を限度額とする。 

(１) まちづくり活動施設の解体に要する工事費 

(２) まちづくり活動施設の譲渡日において建物総合損害保険で算出した当該施設の再調

達価格の 100 分の 25 に相当する額（当該再調達価格が明らかでない場合にあっては、まち

づくり活動施設の建築価格又は別の方法により積算した再調達価格） 

(３) 1,000 万円 

 

（交付の申請） 

第５条  



 

（交付の条件） 

第６条 市長は、補助金の交付の決定をする場合において、補助事業者に対し、次に掲げる

条件を付するものとする。 

(１) 次に掲げる事項のいずれかに該当する場合には、あらかじめ市長の承認を受けなけれ

ばならないこと。 

ア 修繕工事の内容を変更しようとする場合 

イ まちづくり活動施設修繕事業を中止し、又は廃止しようとする場合 

(２) まちづくり活動施設修繕事業を行った施設は、事業完了の日から起算して 10 年を経

過する日までの間は、譲渡を受けた利用目的以外の目的で使用しないこと。 

(３) まちづくり活動施設修繕事業を行った施設は、事業完了の日から起算して 10 年を経

過する日までの間は、市長の承認を得ないで、地上権、質権、使用貸借による権利又は賃借

権その他の使用及び収益を目的とする権利の設定若しくは売買、贈与、交換、出資等による

所有権の移転はしてはならないこと。 

(４) まちづくり活動施設修繕事業を行った施設には、事業完了の日から起算して 10 年を

経過する日までの間は、取壊しをすることができないこと。 

 

（変更の承認申請） 

第７条  

 

（実績報告） 

第８条 

  

（返還） 

第９条 市長は、補助事業者が次の各号のいずれかに該当する行為を行ったときは、補助金

の交付の決定を取り消し、既に交付した補助金の全額又は一部の返還を命ずることができ

る。 

(１) 市長の承認を得ないで補助事業完了の日から起算して 10 年を経過する日前に施設の

利用目的を変更したとき。 

(２) 市長の承認を得ないで補助事業完了の日から起算して 10 年を経過する日前に対象物

件を取り壊し、又は譲渡したとき。 

(３) 補助金をまちづくり活動施設修繕事業以外の用途に使用したとき。 

 

(４) 市長の承認を得ないでまちづくり活動施設修繕事業における修繕工事の内容を変更

したとき。 




